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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１） 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間において、当社は、医療関連パッケージシステム事業の主体である連結子

会社コスモシステムズ株式会社の譲渡、プログラム開発を委託していた連結子会社DATA HORIZON P

HILS,INC.の解散を決議し、医療関連情報サービス事業への経営資源の集中を図り、データヘルス（保険

者がレセプト・健診情報等のデータ分析に基づき、PDCAサイクルで効果的・効率的に実施する保健事業）

を中心とした保険者向け情報サービスの営業活動と研究開発を積極的に推進してまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、８億40百万円（前年同期比

1.2％増）となりました。 

損益面におきましては、医療関連情報サービス事業のうち保険者向け情報サービスにおいて、前年同

期に比して利益率の高いサービスの売上が増加したことにより原価率が改善したものの、研究開発費の

増加や販売体制強化に伴う人件費の増加などにより販売費及び一般管理費が増加し、営業損失は２億48

百万円(前年同期は２億34百万円の営業損失)、経常損失は２億48百万円(前年同期は２億32百万円の経常

損失)となりました。また、四半期純損失はコスモシステムズ株式会社において繰延税金資産の取崩しを

実施したことや、DATA HORIZON PHILS,INC.の解散決議を受けて減損損失を計上したことなどにより損

失が拡大し、２億89百万円(前年同期は２億４百万円の四半期純損失)となりました。 

なお、コスモシステムズ株式会社の譲渡益につきましては、第３四半期での計上となります。詳細は、

平成26年10月28日発表の「子会社の異動（株式譲渡）及び、特別利益発生に関するお知らせ（開示事項

の経過）」を、ご覧ください。 

   

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 医療関連情報サービス事業 

当第２四半期連結累計期間における医療関連情報サービス事業の売上高は、４億４百万円(前年同期

比5.9％増)となりましたが、研究開発費の増加およびデータヘルス計画拡販のための営業体制強化に

伴う人件費の増加などにより、セグメント損失は57百万円（前年同期は36百万円のセグメント損失）

となりました。 

 

 保険者向け情報サービスの売上高は、前期に引き続き国民健康保険向けの受注が増加し、３億67百

万円(前年同期比16.6％増)となりました。 

 このうち、国民健康保険向けの売上高は、東日本地域では、首都圏や北海道で新規保険者獲得や提

供サービスの追加などにより増加しております。西日本地域においても従来当社のシェアが低かった

山口県での受注が拡大したほか、近畿圏や九州でも新規受注が増加し、順調に売上を伸ばしました。 

 また、当期は国策として推進されているデータヘルスに関する保険者の関心が高まっており、今後

も新規保険者の獲得が見込まれます。 

 一方で、健康保険組合向けの売上は、データヘルス関連が増加しているものの、従来から提供して

いるジェネリック医薬品通知サービスは減少し、全体ではわずかに減少しております。 

 データヘルス関連の本格的な受注は、厚生労働省と健康保険組合連合会が取り纏めたデータヘルス

計画書作成の手引きの説明会が終了する11月下旬以降に見込まれ、機能を絞って定型化したデータヘ

ルス計画書を短納期で大量に提供する体制の構築を進めております。 

保険者向け情報サービスにおいては、データヘルス関連サービスを今後の収益の柱とすべく活動を
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推進しており、紙レセプト時代からレセプトを活用した保健事業のためのシステムを開発し提供して

きた技術的アドバンテージと、広島県呉市を始めとするデータヘルスに適合した効果的・効率的なサ

ービスの提供実績をもとに、積極的な拡販を行っており今後も大幅な売上高増加を目指しています。 

 

 その他の医療関連情報サービスは、データベースの提供および保守料や医療関連の受託開発などで

あり、当第２四半期連結累計期間の売上高は37百万円（前年同期比44.6％減）となりました。 

 

② 医療関連パッケージシステム事業 

当第２四半期連結累計期間における医療関連パッケージシステム事業の売上高は、４億35百万円(前

年同期比2.8％減)となりましたが、セグメント損失は縮小し56百万円（前年同期は72百万円のセグメ

ント損失）となりました。 

 保険薬局向けシステムにおいては、前年の下半期に新商品の地域別対応が主要な地域で完了し、当

期は期首から全地域での販売を開始しております。直販の売上高は順調に回復しましたが、販社での

販売の回復が遅れたことなどにより、保険薬局向けシステム全体では売上高の回復に至らず、２億48

百万円（前年同期比0.1％減）となりました。 

 病院向けシステムにおいては、前期に従来より大幅に増加した水準をほぼ維持し、売上高は１億81

百万円(前年同期比5.8％減)となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期末の総資産は、前期末に比べて４億 66 百万円減少し、12 億５百万円となりました。 

 (資産) 

当第２四半期末の流動資産の残高は、納品前のデータヘルス計画等の仕掛品が 52 百万円増加しました

が、前期末残高の回収により売掛金が４億 62 百万円減少したことなどで、前期末に比べて４億 34 百万

円減少しました。 

当第２四半期末の固定資産の残高は、DATA HORIZON PHILS,INC.における減損と、減価償却により有形

固定資産が減少し、コスモシステムズ株式会社で繰延税金資産の取崩しを実施したことおよび投資その他の資

産が減少したことなどにより、前期末に比べて 32 百万円減少しました。 

この結果、当第２四半期末の資産合計は、前期末に比べて４億 66 百万円減少し、12 億５百万円とな

りました。 

(負債) 

当第２四半期末の流動負債の残高は、前期末残高の支払いによる買掛金の減少 54 百万円、短期借入金

の返済による減少１億円、その他に含まれる未払消費税等の納付による減少などにより前期末に比べて

１億 68 百万円減少しました。 

また、固定負債は、長期借入金やその他に含まれるリース債務の返済などにより、前期末に比べて 11

百万円減少しました。 

この結果、当第２四半期末の負債合計は、前期末に比べて１億 80 百万円減少し、６億 38 百万円とな

りました。 

(純資産) 

当第２四半期末の純資産の残高は、四半期純損失２億 89 百万円により利益剰余金が減少し、５億 67

百万円となりました。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 26 年８月 21 日付「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました平成 27 年３月期の通

期の連結業績予想に変更はありません。 

国の方針によりレセプト(診療報酬明細書および調剤報酬明細書)および健診データに基づく保健事業

をＰＤＣＡサイクルに則って運用するデータヘルスが推進され、保険者に本年度はＰｌａｎにあたるデ

ータヘルス計画の作成が義務付けられています。 

当期は、順調に増加する国民健康保険向け売上に加え、ジェネリック医薬品通知サービスが中心であ

った健康保険組合向けには、新たに開発したデータヘルス計画を投入し 260 保険者からの受注を目標に、

売上高 20億 35 百万円、営業利益７百万円、経常利益８百万円、当期純利益１億 14 百万円を見込んでお

ります。 
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２．サマリー情報 （注記事項） に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

    該当事項はありません 
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(４) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

   

 （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

  該当事項はありません。 
 

（セグメント情報等） 

 【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日  至 平成25年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

     （単位：千円） 

  

  
  

報告セグメント 
 

合計  
  

調整額 

(注)１ 
  

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)２ 
  

医療関連 

情報サービス 

事業 

医療関連 

パッケージ 

システム 

事業 
 

売上高 

外部顧客への売上高 382,329 447,705 830,034 － 830,034

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
－ － － － －

計 382,329 447,705 830,034 － 830,034

セグメント損失(△) △36,049 △72,170 △108,218 △126,084 △234,303

   （注）１．セグメント損失の調整額△126,084千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で 

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

      ２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  （固定資産に係る重要な減損損失） 

   該当事項はありません。 

 

（のれんの金額の重要な変動） 

   該当事項はありません。 

 

  （重要な負ののれん発生益） 

   該当事項はありません。 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日  至 平成26年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            (単位：千円) 

  

  
  

報告セグメント 
 

合計  
  

調整額 

(注)１ 
  

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)２ 
  

医療関連 

情報サービス 

事業 

医療関連 

パッケージ 

システム 

事業 
 

売上高 

外部顧客への売上高 404,865 435,360 840,224 － 840,224

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
－ － － － －

計 404,865 435,360 840,224 － 840,224

セグメント損失(△) △57,536 △56,663 △114,199 △134,115 △248,313

     （注）１．セグメント損失の調整額△134,115千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で 

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

      ２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  （固定資産に係る重要な減損損失） 

    「医療関連情報サービス事業」セグメントにおいて、平成26年９月16日付けで解散を決

議した連結子会社DATA HORIZON PHILS,INC.が保有する事業用資産について減損損失9,386

千円を計上しております。 

 

（のれんの金額の重要な変動） 

   該当事項はありません。 

 

  （重要な負ののれん発生益） 

   該当事項はありません。 
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４．補足情報 

 販売の状況 

当第２四半期連結累計期間の販売実績をサービス・製品の区分ごとに示すと、次のとおりであり

ます。 

 

販売高

(千円)

構成比

(％)

販売高

(千円)

構成比

(％)

金額

(千円)

増減率

(％)

315,288 38.0 367,708 43.8 52,420 16.6

67,041 8.1 37,157 4.4 △29,884 △ 44.6

382,329 46.1 404,865 48.2 22,536 5.9

249,143 30.0 248,883 29.6 △259 △ 0.1

192,727 23.2 181,601 21.6 △11,126 △ 5.8

5,835 0.7 4,875 0.6 △960 △ 16.5

447,705 53.9 435,360 51.8 △12,346 △ 2.8

830,034 100.0 840,224 100.0 10,190 1.2

（注）記載金額は、千円未満を四捨五入して記載しております。

 医療関連パッケージシステム

合計

 その他

 医療関連情報サービス

 保険薬局向けシステム

 病院向けシステム

 その他

 保険者向け情報サービス

（サービス・製品別売上高）

サービス・製品の名称

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

増　減
自　平成25年４月１日

至　平成25年９月30日

自　平成26年４月１日

至　平成26年９月30日
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